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【目的】(–)-Mersicarpine (1)は、2004年に Kamらによりマレーシアなどの熱帯山林
地帯に生息する Kopsia fruticosaなどの茎より単離、構造決定された四環性インド
ール型アルカロイドである 1)。我々は初の不斉全合成を目指し、1の合成研究に着
手した。
【方法・結果】文献既知の不斉四級炭素を有するケトン 2)を出発物質とし、セミカ
ルバゾンを経由した Eschenmoser-Tanabe 型の開裂 3)によりアルケンを得た。次に、
薗頭カップリングと続く金触媒を用いた環化 4)によりインドール部位を構築した。
インドールの三位への窒素官能基の導入にはジアゾカップリングが有効であるこ
とを見出し、最後にアゾ基のアミノ基への還元と分子内 SN2 反応、及び自動酸化
をワンポットで行うことで、Mersicarpineの不斉全合成を達成した。
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